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■
調
査
結
果
に
基
づ
き
策
定
し
た
地
下
構
造
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
速
度
構
造
を
以
下
に
示
す
。

調
査
結
果
に
基
づ
き
策
定
し
た
地
下
構
造
モ
デ
ル

0 1 2 3 4

1
1.

5
2

2.
5

3
3.

5
4

深さ(km)

S波
速
度

(k
m

/s)

0 1 2 3 4

3
3.

5
4

4.
5

5
5.

5
6

6.
5

深さ(km)

P波
速
度

(k
m

/s)

（
ま
と
め
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲
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■
試
掘
坑
内
弾
性
波
試
験
結
果
等
か
ら
、

E
.L

.＋
0
m
の
位
置
に

解
放
基
盤
表
面
を
設
定
し
た
。

■
敷
地
内
の
単
点
微
動
観
測
結
果
や
反
射
法
地
震
探
査
結
果
等
か
ら
、

敷
地
の
地
下
構
造
に
特
異
な
構
造
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
か
ら
、

水
平
成
層
構
造
と
み
な
し
て
一
次
元
の
速
度
構
造
を
モ
デ
ル
化
し
た
。

■
敷
地
内
に
お
け
る
微
動
ア
レ
イ
観
測
結
果
か
ら
位
相
速
度
を
求
め
、

イ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
解
析
に
よ
り
地
盤
の
速
度
構
造
を
推
定
し
た
。

■
P

S
検
層
結
果
を
用
い
た
不
均
質
強
度
の
評
価
及
び
Ｑ
値
測
定
の

結
果
に
基
づ
き
、
減
衰
定
数
を
設
定
し
た
。

■
以
上
に
よ
り
、
調
査
結
果
に
基
づ
く
地
下
構
造
モ
デ
ル
を
策
定
し
た
。

（
ま
と
め
）

５
．
地
下
構
造
モ
デ
ル
の
策
定

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲
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シ
ナ
リ
オ
地
震
の
強
震
動
予
測

入
倉
孝
次
郎
・
三
宅
弘
恵
，

2
0
0
1
，
地
学
雑
誌
，

1
1
0
（
6
）

微
小
地
震
の
浅
さ
限
界

H
sは

P
波
速
度

5
.8
～

5
.9

km
/
sの

層
の
上
限
と
良
い
相
関
が
あ
る
。

近
畿
地
方
北
部
の
地
震
波
速
度
構
造
と
地
震
発
生
層

吉
井
弘
治
・
伊
藤
潔
，

2
0
0
1
，
地
球
惑
星
科
学
連
合
学
会

2
0
0
1
年
合
同
大
会

1
9
8
9
年
に
実
施
さ
れ
た
岐
阜
県
藤
橋
村
か
ら
兵
庫
県
上
郡
町
に
お
け
る
人
工
地
震
探
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
波

線
追
跡
法
に
よ
っ
て
地
殻
の
詳
細
な
速
度
構
造
を
求
め
、
得
ら
れ
た
速
度
構
造
モ
デ
ル
と
、
地
震
活
動
の
深
さ
断

面
と
を
比
較
し
、
地
震
発
生
層
の
上
限
は
速
度
構
造
が

6
km

/
sと
な
る
と
こ
ろ
に
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

広
角
反
射
法
お
よ
び
屈
折
法
解
析
に
よ
る
近
畿
地
方
の
地
殻
構
造
の
推
定

廣
瀬
一
聖
・
伊
藤
潔
，

2
0
0
6
，
京
都
大
学
防
災
研
究
所
年
報
，
第

4
9
号

B
，

pp
3
0
7
－

3
2
1

浅
い
地
殻
内
で
発
生
す
る
微
小
地
震
は
、

P
波
速
度
が

5
.8
～

6
.4

km
/
sの

層
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
上
下
に

は
地
震
波
速
度
境
界
が
存
在
す
る
。

■
地
盤
速
度
構
造
に
よ
る
地
震
発
生
層
の
検
討

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

（
地
震
発
生
層
の
評
価
）
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○
新
宮
－
舞
鶴
測
線
（
2
0
0
4
）
の
探
査
結
果

伊
藤
他
（
2
0
0
7
）
に
一
部
加
筆

若
狭
周
辺
地
域
に
お
い
て
、
大
都
市
大
震
災
軽
減
化
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
大
大
特
）
に
よ
る
大
規
模
な
地
下
構

造
探
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
近
畿
地
方
北
部
の
浅
い
地
震
活
動
は
地
震
波
速
度

V
p=

5
.8
～

6
.3

km
/
sの

層
に

集
中
し
、
そ
の
深
さ
は
約

5
～

1
6
km
程
度
で
あ
っ
た
。

○
藤
橋
－
上
郡
測
線
（
1
9
8
9
）
の
再
解
析
結
果

伊
藤
他
（
2
0
0
6
）
に
一
部
加
筆

地
震
発
生
層
は

V
p=

5.
8～

6.
4k

m
/s
層
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

断
層
上
端
深
さ
は

V
p=

5.
8k

m
/s
層
の
上
面
深
度
に
よ
り
設
定
す
る
。

美
浜
発
電
所

美
浜
発
電
所

■
地
盤
速
度
構
造
に
よ
る
地
震
発
生
層
の
検
討

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
地
震
発
生
層
の
評
価
）



49

■
地
震
波
速
度
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
解
析
に
よ
る
検
討
（
川
里
他
（
2
0
0
7
）
に
よ
る
）

B
－

B
’
断
面

敷
地
周
辺
を
取
り
囲
む
よ
う
な
震
源
と
観
測
点
の

観
測
記
録
を
用
い
て
、
地
震
波
の
伝
播
を

イ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
し
、
速
度
構
造
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

敷
地
周
辺
の
地
震
発
生
層
の
上
限
は
、

概
ね
深
さ

4ｋ
ｍ
以
深
と
な
っ
て
い
る
。

Ｂ
Ｂ
’

美
浜
発
電
所

A
－

A
’
断
面

A
A
’

美
浜
発
電
所

C
C
’

C
－

C
’
断
面

高
浜
・
大
飯

発
電
所
周
辺

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
地
震
発
生
層
の
評
価
）
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■
微
小
地
震
に
関
す
る
検
討

若
狭
地
域
の
微
小
地
震
の
発
生
分
布
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
、
地
震
の
発
生
は
深
さ

5
～

2
0
km
程
度
の
間
に

分
布
し
て
い
る
。

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
地
震
発
生
層
の
評
価
）
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■
微
小
地
震
記
録
を
用
い
た
検
討
（
美
浜
発
電
所
）

伊
藤
・
中
村
（
1
99

8
）を
参
考
に
、
敦
賀
半
島
を
中
心
と
す
る
半
径

1
00

km
以
内
の
地
震
発
生
状
況
を
統
計
的
に
評
価
す
る
と
、

地
震
の

1
0
％
発
生
頻
度
深
さ
（
D

10
％
）は
約

7k
m
、
地
震
の

90
％
発
生
頻
度
深
さ
（D

9
0％
）は
約

1
5k

m
で
あ
っ
た
。

伊
藤
・
中
村
（
1
99

8
）に

よ
れ
ば
、

D
90
％
は
地
震
発
生
層
の
下
限
よ
り

2
～

3k
m
浅
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
震
発
生
層
の
下

限
は

1
8
km
程
度
と
推
定
で
き
る
。

領
域
半
径

10
0k

m
50

km
30

km

D
5

6.
3k

m
6.

6k
m

6.
7k

m

D
10

7.
3k

m
7.

6k
m

7.
8k

m

D
50

11
.0

km
11

.6
km

11
.5

km

D
90

14
.2

km
14

.6
km

14
.0

km

D
95

15
.2

km
15

.4
km

14
.5

km

地
震
個
数

N
59

,6
09

11
,8

24
3,

61
0

美
浜
発
電
所

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
地
震
発
生
層
の
評
価
）
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美
浜
発
電
所
に
お
け
る
断
層
上
端
深
さ
及
び

下
端
深
さ
は
、
以
下
の
と
お
り
設
定
で
き
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

4k
m

18
km

上
端

下
端

①
地
盤
速
度
構
造
に
よ
る
検
討

②
微
小
地
震
記
録
を
用
い
た
検
討

（
２
）
地
震
発
生
状
況
の
統
計
的
評
価

伊
藤
・
中
村
（
19

98
）
を
参
考
に
、
若
狭
地
域
の

地
震
の

10
%
発
生
頻
度
深
さ
（
D

10
%
）
は
約

7k
m
、

地
震
の

90
%
発
生
頻
度
深
さ
（
D

90
%
）
は
約

15
km

で
あ
っ
た
。

（
１
）
周
辺
地
域
に
お
け
る
地
震
発
生
状
況
の
調
査

若
狭
地
域
の
微
小
地
震
の
発
生
分
布
に
つ
い
て

調
査
し
た
結
果
、
地
震
の
発
生
は
深
さ

5～
20

km
に

見
ら
れ
た
。

（
１
）
地
盤
速
度
構
造
に
よ
る
地
震
発
生
層
の
検
討

地
震
発
生
層
に
関
す
る
文
献
調
査
か
ら
、

V
p=

5.
8～

6.
4k

m
/s
層
と
地
震
発
生
層
に
は

相
関
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

大
大
特
に
よ
る
大
規
模
な
地
下
構
造
探
査
に

よ
れ
ば
、
近
畿
地
方
北
部
の
浅
い
地
震
活
動
は

V
p=

5.
8～

6.
3k

m
/s
の
層
に
集
中
し
、
そ
の
深
さ
は

約
5～

16
km
程
度
で
あ
っ
た
。

（
２
）
地
震
波
速
度
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
解
析
に
よ
る
検
討

川
里
他
（
2
0
0
7
）
に
よ
る
と
、
敷
地
周
辺
に
お
け
る

地
震
発
生
層
の
上
限
は
、
概
ね
深
さ

4
ｋ
ｍ
以
深
と

な
っ
て
い
る
。

（
３
）
美
浜
発
電
所
の
地
下
構
造
モ
デ
ル
に
よ
る
検
討

発
電
所
の
敷
地
内
で
取
得
し
た
観
測
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
地
下
構
造
モ
デ
ル
を
検
討
し
た
結
果
、

V
p=

5
.8

km
/
s層

の
上
面
深
度
は

5
km
よ
り
も
深
く

評
価
さ
れ
た
。

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
地
震
発
生
層
の
評
価
）



53

■
近
畿
地
方
の
地
盤
速
度
構
造
に
関
す
る
文
献
調
査
を
行
っ
た
。

内
陸
地
殻
内
地
震
に
つ
い
て
、
地
震
発
生
層
は

Vp
=5

.8
～

6.
4k

m
/s
層
に

対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
断
層
上
端
深
さ
は

Vp
=5

.8
km

/s
層
の

上
面
深
度
に
よ
り
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

■
敷
地
周
辺
の
微
小
地
震
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

微
小
地
震
は
深
さ
約

5～
20

km
の
範
囲
で
発
生
し
て
お
り
、

統
計
的
評
価
か
ら
、

D
10

%
は
約

7k
m
、

D
90

%
は
約

15
km
で
あ
っ
た
。

■
発
電
所
敷
地
に
お
け
る

Vp
=5

.8
㎞

/s
層
の
上
面
深
度
が

5k
m
以
深
で
あ
る
こ
と
や
、

微
小
地
震
の
発
生
状
況
か
ら
、
断
層
上
端
深
さ
を

4k
m
、
下
端
深
さ
を

18
km
と
し
て

設
定
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

■
以
上
の
検
討
結
果
か
ら
、
保
守
的
に
断
層
上
端
深
さ
を

3k
m
と
設
定
す
る
。

ま
た
、
地
下
構
造
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
深
さ

3k
m
ま
で
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
、

全
て
の
地
震
動
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
2
5
7
回
審
査
会
合

資
料
か
ら
変
更

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
地
震
発
生
層
の
評
価
）
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■
断
層
モ
デ
ル
を
用
い
た
手
法
に
よ
る
地
震
動
評
価
の
た
め
の
地
下
構
造
モ
デ
ル
を
以
下
の
と
お
り
策
定
し
た
。

美
浜
発
電
所
の
地
震
動
評
価
に
用
い
る
地
下
構
造
モ
デ
ル

N
o.

P波
速
度

(k
m

/s
)

S波
速
度

(k
m

/s
)

密
度
※

1

(g
/c

m
3 )

層
厚

(k
m

)
上
面
深
度

(k
m

)
Q

s※
2

減
衰
定
数

（
％
）

1
4.

0
1.

65
2.

6
0.

06
0.

00
16

.6
7

3.
0

2
4.

1
1.

7
2.

6
0.

11
0.

06
16

.6
7

3.
0

3
4.

2
1.

8
2.

6
0.

03
0.

17
16

.6
7

3.
0

3'
4.

2
1.

8
2.

6
0.

06
0.

20
10

0.
00

0.
5

4
4.

4
1.

9
2.

6
0.

09
0.

26
10

0.
00

0.
5

5
4.

5
2.

0
2.

6
0.

02
0.

35
10

0.
00

0.
5

6
4.

6
2.

1
2.

6
0.

08
0.

37
10

0.
00

0.
5

7
4.

7
2.

2
2.

6
0.

07
0.

45
10

0.
00

0.
5

8
4.

8
2.

3
2.

6
0.

05
0.

52
10

0.
00

0.
5

9
4.

9
2.

4
2.

6
0.

01
0.

56
10

0.
00

0.
5

10
5.

0
2.

5
2.

6
0.

07
0.

57
10

0.
00

0.
5

11
5.

1
2.

6
2.

6
0.

08
0.

64
10

0.
00

0.
5

12
5.

2
2.

7
2.

6
0.

21
0.

72
10

0.
00

0.
5

13
5.

3
2.

8
2.

6
0.

21
0.

93
10

0.
00

0.
5

14
5.

4
2.

9
2.

6
0.

08
1.

13
10

0.
00

0.
5

15
5.

4
3.

0
2.

6
0.

16
1.

21
10

0.
00

0.
5

16
5.

5
3.

1
2.

6
0.

02
1.

37
10

0.
00

0.
5

17
5.

6
3.

2
2.

6
0.

47
1.

40
10

0.
00

0.
5

18
5.

7
3.

3
2.

6
1.

13
1.

87
10

0.
00

0.
5

19
5.

9
3.

6
2.

7
－

3.
00

10
0.

00
0.

5

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
か
ら
変
更

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
地
震
発
生
層
の
評
価
）

※
1
：
浅
部
は
敷
地
内
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
結
果
か
ら

2
.6

g/
c
m

3
と
し
て
設
定
し
、
地
質
調
査
結
果
か
ら
浅
部
と
同
質
の
花
崗
岩
が
深
部
ま
で
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
深
部
も
浅
部
と
同
等
と
み
な
し
て
設
定

2
.7

g/
c
m

3
は
「
琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
の
地
震
を
想
定
し
た
強
震
動
評
価

(地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
平
成

1
6
年

6
月

21
日

)」
等
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
値
を
採
用

※
2
：
深
さ

2
0
0
m
以
浅
は
、
地
盤
の
不
均
質
性
の
評
価
及
び

Q
値
測
定
の
結
果
を
総
合
的
に
踏
ま
え
て

Q
s=

16
.6

7（
減
衰
定
数

3％
）
と
し
、

2
00

m
以
深
は

Q
s=

10
0（
減
衰
定
数

0.
5
％
）
と
し
て
設
定



55

■
断
層
モ
デ
ル
を
用
い
た
手
法
に
よ
る
地
震
動
評
価
の
た
め
の
地
下
構
造
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、

速
度
構
造
を
以
下
に
示
す
。

美
浜
発
電
所
の
地
震
動
評
価
に
用
い
る
地
下
構
造
モ
デ
ル

0 1 2 3

1
1.

5
2

2.
5

3
3.

5
4

深さ(km)

S波
速
度

(k
m

/s)

0 1 2 3

3
3.

5
4

4.
5

5
5.

5
6

6.
5

深さ(km)

P波
速
度

(k
m

/s)

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
地
震
発
生
層
の
評
価
）



56

■
評
価
手
法

○
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
基
づ
く
地
震
動
評
価

・
解
放
基
盤
表
面
の
地
震
動
と
し
て
評
価
で
き
る
こ
と
、
震
源
の
拡
が
り
が
考
慮
で
き
る
こ
と
、

敷
地
に
お
け
る
地
震
観
測
記
録
等
を
用
い
て
諸
特
性
が
考
慮
で
き
る
こ
と
、
更
に
水
平
方
向
及
び
鉛
直

方
向
の
地
震
動
が
評
価
で
き
る
こ
と
か
ら
、

N
od

a 
et

 a
l.(

20
02

)（
以
下
、
「
耐
専
式
」
と
い
う
。
）
を
採
用

・
検
討
用
地
震
毎
に
耐
専
式
の
適
用
性
を
検
討
し
、
適
用
が
難
し
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
断
層
モ
デ
ル
を

用
い
た
地
震
動
評
価
結
果
を
重
視

・
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

M
は
松
田

(1
97

5)
に
よ
り
算
定

○
断
層
モ
デ
ル
を
用
い
た
手
法
に
よ
る
地
震
動
評
価

・
評
価
地
点
の
震
源
近
傍
で
発
生
し
た
地
震
の
適
切
な
観
測
記
録
が
得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

短
周
期
側
を
統
計
的
グ
リ
ー
ン
関
数
法
、
長
周
期
側
を
理
論
的
方
法
（
離
散
化
波
数
法
）
を
適
用
し
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
合
成
法
に
よ
り
評
価

・
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
反
映
事
項
を
踏
ま
え
て
、
短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
を

1
.5
倍
し
た
ケ
ー
ス
も
評
価

断
層
名

長
さ

(k
m

)
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

M

Ｃ
断
層

18
6.

9

三
方
断
層

27
7.

2

白
木
－
丹
生
断
層

15
6.

9

大
陸
棚
外
縁
～
Ｂ
～
野
坂
断
層

49
7.

7
安
島
岬
沖
～
和
布
－
干
飯
崎
沖

～
甲
楽
城
断
層

76
8.

0

甲
楽
城
沖
断
層
～
浦
底
断
層

～
池
河
内
断
層
～
柳
ヶ
瀬
山
断
層

36
7.

4

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
手
法
）



1

2 34
5

6

5.
5

6.
0

6.
5

7.
0

7.
5

8.
0

8.
5

Mj

Xe
q(

km
)

5
1
0

2
0

5
0

1
0
0

2
0
0

5
0
0
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極
近
距
離

近
距
離

■
検
討
用
地
震
の
等
価
震
源
距
離
と
耐
専
式
で
の
地
震
の
諸
元
と
の
比
較

１
．
回
帰
分
析
に
用
い
た
地
震
の
諸
元

5.
5≦

M
≦

7.
0（

M
：
気
象
庁
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）

h≦
60

km
（
h：
震
源
深
さ
）

28
km
≦

Xe
q≦

20
2k

m
（
Xe

q：
等
価
震
源
距
離
）

２
．
観
測
記
録
を
用
い
て
距
離
減
衰
式
の
適
用
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
際
に
用
い
た
地
震
の
諸
元

5.
4≦

M
≦

8.
1（

M
：
気
象
庁
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
）

h≦
60

km
（
h：
震
源
深
さ
）

14
km
≦

Xe
q≦

21
8k

m
（
Xe

q：
等
価
震
源
距
離
）

■
回
帰
式
の
作
成
に
用
い
た
観
測
記
録

■
適
用
性
検
討
に
用
い
た
他
地
点
観
測
記
録
（
海
外
の
地
震
）

■
適
用
性
検
討
に
用
い
た
他
地
点
観
測
記
録
（
国
内
の
地
震
）

平
成

2
1
年

5
月

2
2
日
原
安
委
意
見
交
換
会
資
料
（
東
京
電
力
）
に
加
筆

○
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
基
づ
く
地
震
動
評
価

N
o
.

検
討
用
地
震

M
X
e
q※

(k
m

)

美 浜

1
Ｃ
断
層

6
.9

7
.8

2
三
方
断
層

7
.2

1
1
.8

3
白
木
－
丹
生
断
層

6
.9

8
.8

4
大
陸
棚
外
縁
～
Ｂ
～
野
坂
断
層

7
.7

1
0
.3

5
安
島
岬
沖
～
和
布
－
干
飯
崎
沖
～

甲
楽
城
断
層

8
.0

3
1
.1

6
甲
楽
城
沖
断
層
～
浦
底
断
層
～

池
河
内
断
層
～
柳
ヶ
瀬
山
断
層

7
.4

1
2
.2

大
陸
棚
外
縁
～
Ｂ
～
野
坂
断
層
に
つ
い
て
は
、
極
近
距
離
と
の

乖
離
が
大
き
い
た
め
、
耐
専
式
を
適
用
範
囲
外
と
判
断
す
る
。

※
X
e
q
は
基
本
ケ
ー
ス
の
値

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
手
法
）
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距
離
減
衰
式

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
諸
元

サ
イ
ト
補
正
の
考
え
方

対
象
地
震

地
震
種
別

Ｍ
w
※
１
の
範
囲

断
層
最
短
距
離

の
範
囲

地
盤
種
別
※
２

Ka
nn

o 
et

 a
l.(

20
06

)
主
に
国
内

内
陸
プ
レ
ー
ト
間

プ
レ
ー
ト
内

5.
5 ～

8.
2

1 ～
50

0k
m

10
0 ≦

Vs
30
≦

1,
40

0m
/s

（
原
論
文
の
図
か
ら
読
取
）

原
論
文
の
評
価
式
を
用
い
て
補
正

Zh
ao

 e
t a

l.(
20

06
)

主
に
国
内

内
陸
プ
レ
ー
ト
間

プ
レ
ー
ト
内

5.
0 ～

8.
3

0.
3 ～

30
0k

m
・
Vs

30
>1

,1
00

m
/s

・
Vs

30
>6

00
m

/s
等
で
整
理

原
論
文
の
評
価
式
を
用
い
て
補
正

内
山
・
翠
川

(2
00

6)
日
本
周
辺

内
陸
プ
レ
ー
ト
間

プ
レ
ー
ト
内

5.
5 ～

8.
3

30
0k

m
以
内

Vs
30

=5
00

m
/s
程
度
の

工
学
的
基
盤

－

片
岡
・
他

(2
00

6)
日
本
周
辺

内
陸

海
溝
性

4.
9 ～

8.
2

25
0k

m
以
内

工
学
的
基
盤
（
31
測
点
）
の

Vs
30
の
平
均
値
は

72
0m

/s
－

Ab
ra

ha
m

so
n 

an
d 

Si
lv

a(
20

08
)

国
内
外

内
陸

4.
27
～

7.
9

20
0k

m
以
内

10
0 ≦

Vs
30
≦

2,
00

0m
/s

 
原
論
文
の
評
価
式
を
用
い
て
補
正

Bo
or

e 
an

d 
At

ki
ns

on
(2

00
8)

4.
27
～

7.
9

40
0k

m
以
内

N
EH

R
P 分

類
A ～

E 
原
論
文
の
評
価
式
を
用
い
て
補
正

C
am

pb
el

l a
nd

 B
oz

or
gn

ia
(2

00
8)

4.
27
～

7.
9

20
0k

m
以
内

15
0 ≦

Vs
30
≦

1,
50

0m
/s

 
原
論
文
の
評
価
式
を
用
い
て
補
正

C
hi

ou
 a

nd
 Y

ou
ng

s(
20

08
)

4.
27
～

7.
9

70
km
以
内

10
0 ≦

Vs
30
≦

2,
00

0m
/s

 
原
論
文
の
評
価
式
を
用
い
て
補
正

Id
ris

s(
20

08
)

4.
5 ～

7.
7

20
0k

m
以
内

45
0 ≦

Vs
30
≦

90
0m

/s
 

原
論
文
の
評
価
式
を
用
い
て
補
正

■
耐
専
式
以
外
の
距
離
減
衰
式

国
内
の
地
震
を
含
む
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
距
離
減
衰
式
の
う
ち
、
大
陸
棚
外
縁
～
Ｂ
～
野
坂
断
層
の

地
震
動
評
価
に
用
い
た
距
離
減
衰
式
は
以
下
の
と
お
り

各
種
距
離
減
衰
式
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
諸
元

○
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
に
基
づ
く
地
震
動
評
価

※
１
：
M

w
：
モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

※
２
：
V

s3
0
：
地
表
か
ら
深
さ

3
0
m
ま
で
の
平
均

S
波
速
度
（
美
浜
発
電
所
は

V
s3

0
=
1
,6

5
0
m

/
s）

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
手
法
）
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■
断
層
パ
ラ
メ
ー
タ
の
設
定
の
フ
ロ
ー

断
層
形
状

地
震
モ
ー
メ
ン
ト

M
0

平
均
す
べ
り
量

D

破
壊
伝
播
速
度

V
r

地
震
発
生
層
の

密
度
ρ

短
周
期
レ
ベ
ル

A

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
応
力
降
下
量
⊿
σ

a

背
景
領
域
の
実
効
応
力
σ

b

各
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
の
面
積

S
ai

各
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
、
背
景
領
域
の

す
べ
り
量

D
a,
D

b

立
ち
上
が
り
時
間

t r

fm
ax

3
0
%
を
超
え
な
い

入
倉
・
三
宅

(2
0
0
1
) 

ま
た
は

S
o
m

e
rv

ill
e
 e

t 
al

.(
1
9
9
9
)

G
e
lle

r(
1
9
7
6
)

S
o
m

e
rv

ill
e
 e

t 
al

.(
1
9
9
9
)

香
川
他

(2
0
0
3
)

B
o
at

w
ri
gh

t(
1
9
8
8
)

壇
他

(2
0
0
1
)

巨
視
的
パ
ラ
メ
ー
タ

微
視
的
パ
ラ
メ
ー
タ

地
震
発
生
層
の

S
波
速
度
β

レ
シ
ピ
と
設
定
方
法
が

異
な
る
パ
ラ
メ
ー
タ

3
0
%
を
超
え
る

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
面
積

S
aが

断
層
面
積

S
の

3
0
%
を
超
え
る
か
？

応
力
降
下
量
⊿
σ

E
sh

e
lb

y(
1
9
5
7
)

M
ad

ar
ia

ga
(1

9
7
9
)

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
面
積

S
a

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
面
積

S
a

S
a=

0
.2

2S

応
力
降
下
量
⊿
σ

F
u
jii

 a
n
d
 M

at
su
’
u
ra

(2
0
0
0
)

断
層
面
積

S

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
手
法
）
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■
Ｃ
断
層
に
よ
る
地
震
の
地
震
動
評
価
ケ
ー
ス
は
以
下
の
と
お
り
設
定
し
た
。

①
基
本
ケ
ー
ス

・
断
層
上
端
深
さ
に
つ
い
て
は

3k
m
と
し
て
設
定

・
震
源
モ
デ
ル
を
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
、
逆
断
層
傾
斜
角

60
°
と
設
定

・
長
さ
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
約

18
km
と
設
定

②
考
慮
す
る
不
確
か
さ
ケ
ー
ス

・
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
知
見
を
踏
ま
え
短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
を

1.
5倍

と
し
た
ケ
ー
ス
を
考
慮

・
敷
地
に
近
い
断
層
で
あ
る
た
め
、
断
層
傾
斜
角
に
つ
い
て
敷
地
側
へ
近
く
な
る
よ
う
に
傾
斜
さ
せ
た
傾
斜
角

55
°
と
し
た

ケ
ー
ス
を
考
慮

な
お
、
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
位
置
に
つ
い
て
は
、
基
本
ケ
ー
ス
に
お
い
て
敷
地
近
傍
に
配
置
し
た
。

破
壊
開
始
点
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
断
層
及
び
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
下
端
に
複
数
の
ケ
ー
ス
を
設
定
し
た
。

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
か
ら
変
更

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）

短
周
期
の

地
震
動
レ
ベ
ル

傾
斜
角

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

破
壊
開
始
点

基
本
ケ
ー
ス

レ
シ
ピ
平
均

6
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定

短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
の

不
確
か
さ
を
考
慮

レ
シ
ピ
平
均
×

1
.5
倍

6
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定

断
層
傾
斜
角
の

不
確
か
さ
を
考
慮

レ
シ
ピ
平
均

5
5
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定

：
不
確
か
さ
を
独
立
し
て
考
慮
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

：
不
確
か
さ
を
重
畳
し
て
考
慮
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
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断
層
配
置
図

断
面
図

 

●

●

断
層
面
基
準
点

断
層
面
基
準
点

★
：
破
壊
開
始
点

1

5

2

3

4

北
部

南
部

0
1
0
k
m

美
浜
発
電
所

★

★

★

★

★

北
GL

南

●
●

3km 17.3km(=1.73km×10)

11
.5

km
(=

1
.9
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★
★

★

■
C
断
層
の
モ
デ
ル
図

（
基
本
ケ
ー
ス
、
短
周
期
の
地
震
動

1.
5倍
ケ
ー
ス
）

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）
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断
層
配
置
図

断
面
図

★

★

★

★

★
1

5

4

3

2

断
層
面
基
準
点
●

断
層
面
基
準
点●

0
1
0
k
m

北
部

南
部

★
：
破
壊
開
始
点

美
浜
発
電
所

★
★

★

★
★

1

2
3

4

5

●
断
層
面
基
準
点

断
層
面
基
準
点
●

3km 18.3km(=1.83km×10)

10.98km(=1.83km×6)

7.
9
2
k
m

(=
1
.9

8
km
×

4
)

1
2
.2

km
(=

2
.0

3
k
m
×

6
)

1
1
.9

km
(=

1
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南
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：
破
壊
開
始
点

★

■
C
断
層
の
モ
デ
ル
図

（
断
層
傾
斜
角

55
°
ケ
ー
ス
）

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）
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■
三
方
断
層
に
よ
る
地
震
の
地
震
動
評
価
ケ
ー
ス
は
以
下
の
と
お
り
設
定
し
た
。

①
基
本
ケ
ー
ス

・
断
層
上
端
深
さ
に
つ
い
て
は

3k
m
と
し
て
設
定

・
震
源
モ
デ
ル
を
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
、
逆
断
層
傾
斜
角

60
°
と
設
定

・
長
さ
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
約

27
km
と
設
定

②
考
慮
す
る
不
確
か
さ
ケ
ー
ス

・
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
知
見
を
踏
ま
え
短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
を

1.
5倍

と
し
た
ケ
ー
ス
を
考
慮

な
お
、
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
位
置
に
つ
い
て
は
、
基
本
ケ
ー
ス
に
お
い
て
敷
地
近
傍
に
配
置
し
た
。

破
壊
開
始
点
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
断
層
及
び
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
下
端
に
複
数
の
ケ
ー
ス
を
設
定
し
た
。

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
か
ら
変
更

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）

：
不
確
か
さ
を
独
立
し
て
考
慮
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

：
不
確
か
さ
を
重
畳
し
て
考
慮
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

短
周
期
の

地
震
動
レ
ベ
ル

傾
斜
角

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

破
壊
開
始
点

基
本
ケ
ー
ス

レ
シ
ピ
平
均

6
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定

短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
の

不
確
か
さ
を
考
慮

レ
シ
ピ
平
均
×

1
.5
倍

6
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定
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層
配
置
図
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■
三
方
断
層
の
モ
デ
ル
図
（
基
本
ケ
ー
ス
、
短
周
期
の
地
震
動

1.
5倍
ケ
ー
ス
）

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）
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■
白
木
－
丹
生
断
層
に
よ
る
地
震
の
地
震
動
評
価
ケ
ー
ス
は
以
下
の
と
お
り
設
定
し
た
。

①
基
本
ケ
ー
ス

・
断
層
上
端
深
さ
に
つ
い
て
は

3k
m
と
し
て
設
定

・
震
源
モ
デ
ル
を
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
、
逆
断
層
傾
斜
角

60
°
と
設
定

・
長
さ
に
つ
い
て
は
、
断
層
の
存
在
が
明
確
な
範
囲
は
約

15
km
で
あ
る
が
、
断
層
両
端
を
延
長
し

20
km
と
設
定

②
考
慮
す
る
不
確
か
さ
ケ
ー
ス

・
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
知
見
を
踏
ま
え
短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
を

1.
5倍

と
し
た
ケ
ー
ス
を
考
慮

な
お
、
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
位
置
に
つ
い
て
は
、
基
本
ケ
ー
ス
に
お
い
て
敷
地
近
傍
に
配
置
し
た
。

破
壊
開
始
点
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
断
層
及
び
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
下
端
に
複
数
の
ケ
ー
ス
を
設
定
し
た
。

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
か
ら
変
更

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）

：
不
確
か
さ
を
独
立
し
て
考
慮
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

：
不
確
か
さ
を
重
畳
し
て
考
慮
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

短
周
期
の

地
震
動
レ
ベ
ル

傾
斜
角

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

破
壊
開
始
点

基
本
ケ
ー
ス

レ
シ
ピ
平
均

6
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定

短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
の

不
確
か
さ
を
考
慮

レ
シ
ピ
平
均
×

1
.5
倍

6
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定
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白
木
－
丹
生
断
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の
モ
デ
ル
図
（
基
本
ケ
ー
ス
、
短
周
期
の
地
震
動

1.
5倍
ケ
ー
ス
）

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）
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■
大
陸
棚
外
縁
～

B
～
野
坂
断
層
に
よ
る
地
震
の
地
震
動
評
価
ケ
ー
ス
は
以
下
の
と
お
り
設
定
し
た
。

①
基
本
ケ
ー
ス

・
断
層
上
端
深
さ
に
つ
い
て
は

3k
m
と
し
て
設
定

・
震
源
モ
デ
ル
を
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
、
北
部
（
大
陸
棚
外
縁
断
層
）
は
右
横
ず
れ
断
層
傾
斜
角

60
°
、
中
部
（Ｂ
断
層
北
部
）は

左
横
ず
れ
断
層
傾
斜
角

60
°
、
南
部
（
Ｂ
断
層
南
部
及
び
野
坂
断
層
）は
左
横
ず
れ
断
層
傾
斜
角

90
°
と
設
定

・
長
さ
に
つ
い
て
は
、
大
陸
棚
外
縁
断
層
、

B
断
層
及
び
野
坂
断
層
の
連
動
を
考
慮
し
、

49
km
と
設
定

②
考
慮
す
る
不
確
か
さ
ケ
ー
ス

・
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
知
見
を
踏
ま
え
短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
を

1.
5倍

と
し
た
ケ
ー
ス
を
考
慮

・
長
い
横
ず
れ
断
層
で
あ
る
た
め
、
破
壊
伝
播
速
度
に
つ
い
て
は
基
本
ケ
ー
ス

Vr
=0

.7
2β
（β
は
地
震
発
生
層
の

S
波
速
度
）
に
対
し
て
、

宮
腰
他
（
20

03
）の
知
見
を
参
考
に
し
て
、
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
領
域
の
平
均
的
な
破
壊
伝
播
速
度
に
標
準
偏
差
１
σを

考
慮
し
た

Vr
=0

.8
7β
と
し
た
ケ
ー
ス
を
考
慮

な
お
、
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
位
置
に
つ
い
て
は
、
基
本
ケ
ー
ス
に
お
い
て
敷
地
近
傍
に
配
置
し
た
。

破
壊
開
始
点
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
断
層
及
び
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
下
端
に
複
数
の
ケ
ー
ス
を
設
定
し
た
。

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
か
ら
変
更

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）

：
不
確
か
さ
を
独
立
し
て
考
慮
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

：
不
確
か
さ
を
重
畳
し
て
考
慮
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

短
周
期
の

地
震
動
レ
ベ
ル

破
壊
伝
播
速
度

V
r

傾
斜
角

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

破
壊
開
始
点

基
本
ケ
ー
ス

レ
シ
ピ
平
均

V
r=

0
.7

2
β

北
部
・
中
部

6
0
°

南
部

9
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定

短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
の

不
確
か
さ
を
考
慮

レ
シ
ピ
平
均

×
1
.5
倍

V
r=

0
.7

2
β

北
部
・
中
部

6
0
°

南
部

9
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定

破
壊
伝
播
速
度

V
rの

不
確
か
さ
を
考
慮

レ
シ
ピ
平
均

V
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0
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7
β

北
部
・
中
部

6
0
°

南
部

9
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定
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傾
斜
角

9
0
°
の
断
層
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、

  
  
  
  
  
  
 傾
斜
角

0°
と
し
て
図
化
し
て
い
る
。

※
傾
斜
角
9
0
°
の
断
面
図
は
、
傾
斜
角
0
°
と
し
て
図
化
し
て
い
る
。

■
大
陸
棚
外
縁
～

B
～
野
坂
断
層
の
モ
デ
ル
図

（
基
本
ケ
ー
ス
、
短
周
期
の
地
震
動

1.
5倍
ケ
ー
ス
、
V
r=

0.
87

βケ
ー
ス
）

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）
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■
安
島
岬
沖
～
和
布
－
干
飯
崎
沖
～
甲
楽
城
断
層
に
よ
る
地
震
の
地
震
動
評
価
ケ
ー
ス
は
以
下
の
と
お
り
設
定
し
た
。

①
基
本
ケ
ー
ス

・
断
層
上
端
深
さ
に
つ
い
て
は

3k
m
と
し
て
設
定

・
震
源
モ
デ
ル
を
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
、
北
部
（
安
島
岬
沖
断
層
）、
中
部
（
和
布
－
干
飯
崎
沖
断
層
）は
逆
断
層
傾
斜
角

45
°
、

南
部
（
甲
楽
城
断
層
）
は
左
横
ず
れ
断
層
傾
斜
角

90
°
と
設
定

・
長
さ
に
つ
い
て
は
、
安
島
岬
沖
断
層
、
和
布
－
干
飯
崎
沖
断
層
、
甲
楽
城
断
層
の
連
動
を
考
慮
し
、

76
km
と
設
定

②
考
慮
す
る
不
確
か
さ
ケ
ー
ス

・
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
知
見
を
踏
ま
え
短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
を

1.
5倍

と
し
た
ケ
ー
ス
を
考
慮

・
横
ず
れ
を
伴
う
長
い
断
層
で
あ
る
た
め
、
破
壊
伝
播
速
度
に
つ
い
て
は
基
本
ケ
ー
ス

Vr
=0

.7
2β
（β
は
地
震
発
生
層
の

S
波
速
度
）
に

対
し
て
、
宮
腰
他
（2

00
3）
の
知
見
を
参
考
に
し
て
、
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
領
域
の
平
均
的
な
破
壊
伝
播
速
度
に
標
準
偏
差
１
σを

考
慮
し
た

Vr
=0

.8
7β
と
し
た
ケ
ー
ス
を
考
慮

な
お
、
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
位
置
に
つ
い
て
は
、
基
本
ケ
ー
ス
に
お
い
て
敷
地
近
傍
に
配
置
し
た
。

破
壊
開
始
点
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
断
層
及
び
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
下
端
に
複
数
の
ケ
ー
ス
を
設
定
し
た
。

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
か
ら
変
更

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）

：
不
確
か
さ
を
独
立
し
て
考
慮
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

：
不
確
か
さ
を
重
畳
し
て
考
慮
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

短
周
期
の

地
震
動
レ
ベ
ル

破
壊
伝
播
速
度

V
r

傾
斜
角

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

破
壊
開
始
点

基
本
ケ
ー
ス

レ
シ
ピ
平
均

V
r=

0
.7

2
β

北
部
・
中
部

4
5
°

南
部

9
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定

短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
の

不
確
か
さ
を
考
慮

レ
シ
ピ
平
均

×
1
.5
倍

V
r=

0
.7

2
β

北
部
・
中
部

4
5
°

南
部

9
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定

破
壊
伝
播
速
度

V
rの

不
確
か
さ
を
考
慮

レ
シ
ピ
平
均

V
r=

0
.8

7
β

北
部
・
中
部

4
5
°

南
部

9
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定
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断
面
図

★

★
★

★
★

★

★

★

★
★
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5
3

10

9
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●
断
層
面
基
準
点

●
断
層
面
基
準
点

●
断
層
面
基
準
点

9.0km(=1.5km×6)
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3
7.
1
km

(=
1
.5
5
km
×
2
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21
.5
k
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=
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54
k
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)

7.
70

km
(
=1
.
54

km
×

5
)

3km 21.2km(=1.51km×14)

12.08km(=1.51km×8)
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1
3.
9
5k
m
(=

1.
5
5k
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1
0.

71
k
m(
=
1.

53
k
m×

7)

27
.6

km
(
=1
.
53

km
×

1
8)

南
GL
北

★
：
破
壊
開
始
点

断
層
配
置
図

美
浜
発
電
所

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

7

8

1
0

9

6

5

3

1

2

4

● 断
層
面
基
準
点

断
層
面
基
準
点

●

●

断
層
面
基
準
点

10
km

0

※
 
傾
斜
角
9
0
°
を
傾
斜
角
0
°
と
し
て
図
化
し
て
い
る
。

★
：
破
壊
開
始
点

※
傾
斜
角
9
0
°
の
断
面
図
は
、
傾
斜
角
0
°
と
し
て
図
化
し
て
い
る
。

■
安
島
岬
沖
～
和
布
－
干
飯
崎
沖
～
甲
楽
城
断
層
の
モ
デ
ル
図

（
基
本
ケ
ー
ス
、
短
周
期
の
地
震
動

1.
5倍
ケ
ー
ス
、
V
r=

0.
87

βケ
ー
ス
）

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）
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■
甲
楽
城
沖
断
層
～
浦
底
断
層
～
池
河
内
断
層
～
柳
ヶ
瀬
山
断
層
に
よ
る
地
震
の
地
震
動
評
価
ケ
ー
ス
は

以
下
の
と
お
り
設
定
し
た
。

①
基
本
ケ
ー
ス

・
断
層
上
端
深
さ
に
つ
い
て
は

3k
m
と
し
て
設
定

・
震
源
モ
デ
ル
を
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
、
北
部
（
甲
楽
城
沖
断
層
）
、

南
部
（
浦
底
断
層
～
池
河
内
断
層
～
柳
ヶ
瀬
山
断
層
）
と
も
に
左
横
ず
れ
断
層
傾
斜
角

90
°
と
設
定

・
長
さ
に
つ
い
て
は
、
甲
楽
城
沖
断
層
、
浦
底
断
層
、
池
河
内
断
層
、
柳
ヶ
瀬
山
断
層
の
連
動
を
考
慮
し
、

36
km
と
設
定

②
考
慮
す
る
不
確
か
さ
ケ
ー
ス

・
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
知
見
を
踏
ま
え
短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
を

1.
5倍

と
し
た
ケ
ー
ス
を
考
慮

な
お
、
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
位
置
に
つ
い
て
は
、
基
本
ケ
ー
ス
に
お
い
て
敷
地
近
傍
に
配
置
し
た
。

破
壊
開
始
点
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
断
層
及
び
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
下
端
に
複
数
の
ケ
ー
ス
を
設
定
し
た
。

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
か
ら
変
更

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）

：
不
確
か
さ
を
独
立
し
て
考
慮
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

：
不
確
か
さ
を
重
畳
し
て
考
慮
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

短
周
期
の

地
震
動
レ
ベ
ル

傾
斜
角

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

破
壊
開
始
点

基
本
ケ
ー
ス

レ
シ
ピ
平
均

9
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定

短
周
期
の
地
震
動
レ
ベ
ル
の

不
確
か
さ
を
考
慮

レ
シ
ピ
平
均
×

1
.5
倍

9
0
°

敷
地
に
近
い

位
置
に
配
置

複
数
設
定
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■
甲
楽
城
沖
断
層
～
浦
底
断
層
～
池
河
内
断
層
～
柳
ヶ
瀬
山
断
層
の
モ
デ
ル
図

（
基
本
ケ
ー
ス
、
短
周
期
の
地
震
動

1.
5倍
ケ
ー
ス
）
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★
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k
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● ●
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●
●

●

●
● ●

北
GL

南

：
破
壊
開
始
点

★
ⅱ
）
断
面
図

断
面
図

美
浜
発
電
所

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

1

5

2

3

4

●
断
層
面
基
準
点

●

断
層
面
基
準
点

10
km

0

※
 
傾
斜
角

9
0
°
の
断
層
面
は
、
傾
斜
角

0
°
と
し
て
図
化
し
て
い
る
。

：
破
壊
開
始
点

★

断
層
配
置
図

※
傾
斜
角
9
0
°
の
断
面
図
は
、
傾
斜
角
0
°
と
し
て
図
化
し
て
い
る
。

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）
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■
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
に
つ
い
て
は
、
過
去
に

発
生
し
た
地
震
及
び
周
辺
活
断
層
に
よ
る
地
震
の
う
ち
、
影
響
が
大
き
い

以
下
の
活
断
層
に
よ
る
地
震
を
検
討
用
地
震
と
し
て
選
定
し
た
。

・
C
断
層

・
三
方
断
層

・
白
木
－
丹
生
断
層

・
大
陸
棚
外
縁
～

B
～
野
坂
断
層

・
安
島
岬
沖
～
和
布
－
干
飯
崎
沖
～
甲
楽
城
断
層

・
甲
楽
城
沖
断
層
～
浦
底
断
層
～
池
河
内
断
層
～
柳
ヶ
瀬
山
断
層

■
各
検
討
用
地
震
に
つ
い
て
、
基
本
ケ
ー
ス
及
び
不
確
か
さ
を
考
慮
し
た

ケ
ー
ス
の
モ
デ
ル
化
を
行
っ
た
。

■
以
上
の
モ
デ
ル
に
対
し
て
地
震
動
評
価
を
行
う
が
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
は
、
「
８
．
基
準
地
震
動

S
sの

策
定
」
に
お
い
て
、
ま
と
め
て
示
す
。

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
か
ら
変
更

６
．
敷
地
ご
と
に
震
源
を
特
定
し
て
策
定
す
る
地
震
動
（
評
価
条
件
）
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■
審
査
ガ
イ
ド
に
示
さ
れ
て
い
る

1
6
地
震
に
つ
い
て
、

①
M

w
6
.5
以
上
の

2
地
震
（
2
0
0
8
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
、

2
0
0
0
年
鳥
取
県
西
部
地
震
）
に
つ
い
て
は
、

地
域
性
に
つ
い
て
整
理
・
分
析
し
た
結
果
、
鳥
取
県
西
部
地
震
を
観
測
記
録
収
集
の
対
象
と
し
た
。

②
M

w
6
.5
未
満
の

1
4
地
震
に
つ
い
て
は
、
震
源
近
傍
の
観
測
記
録
を
収
集
し
、
基
盤
地
震
動
の

検
討
・
評
価
を
実
施
。

７
．
震
源
を
特
定
せ
ず
策
定
す
る
地
震
動

第
2
6
3
回
審
査
会
合

資
料
再
掲


